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　 第 8 1 1 号

京都国体まであと

夏　95日

秋　136日

みんなで支えよう国保制度

増え続ける国保医療費

ま
ず
健
康
づ
く
り
か
ら

　
本
市
の
六
十
二
年
度
国
民
健
康
保
険
会
計
は
、
単
年
度
で
約

一
億
三
千
万
円
の
黒
字
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
レ
セ

プ
ト
内
容
の
点
検
強
化
な
ど
医
療
費
適
正
化
の
取
り
組
み
や
、

保
険
料
収
納
率
の
向
上
な
ど
の
健
全
化
に
努
力
し
た
こ
と
と
、

国
か
ら
臨
時
の
特
別
交
付
金
を
受
け
た
こ
と
な
ど
に
よ
る
も
の

で
す
。
し
か
し
、
累
積
赤
字
は
依
然
と
し
て
約
二
億
二
千
万
円

あ
り
、
よ
り
一
層
、
財
政
健
全
化
へ
の
努
力
が
必
要
で
す
。
そ

こ
で
今
回
は
、
医
療
費
の
最
近
の
動
向
と
六
十
三
年
度
保
険
料

に
つ
い
て
、
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
て
み
ま
し
た
。

　
－
毎
年
伸
び
る
医
療
費

　
　
　
　
8
0
億
円
も
間
近
－

　
市
の
国
保
医
療
費
は
毎
年
一
〇

％
前
後
の
勢
い
で
増
え
て
お
り
、

こ
の
ま
ま
で
は
、
六
十
三
年
度
中

に
八
十
億
円
か
王
回
る
こ
と
は
確

実
で
す
。
そ
の
内
、
入
院
分
の
医

療
費
が
五
〇
％
以
上
か
函
め
て
い

る
の
が
目
立
ち
ま
こ
表
Ｉ
）
。

　
こ
れ
だ
け
医
療
費
が
増
え
て
い

る
の
ぶ
ふ
ら
、
皆
さ
ん
が
お
医

者
さ
ん
に
か
か
っ
た
と
き
に
国
保

心
一
計
が
負
担
す
ゑ
詣
も
、
当
然

に
多
く
な
り
ま
す
（
表
Ｈ
）
。
そ

の
額
は
、
昨
年
の
老
人
保
健
法
の

改
正
に
よ
っ
て
負
相
が
少
な
く
な

っ
た
と
は
い
っ
て
も
、
六
十
二
年

度
（
見
込
み
）
で
約
四
十
で
億
六
千

万
円
に
達
し
て
い
季
ｙ
。

　
－
老
健
医
療
費
の

　
　
　
　
6
0
％
は
入
院
費
‐

　
で
は
、
な
ぜ
医
療
費
が
こ
れ
程

に
増
え
、
入
院
分
が
半
数
を
占
め

る
の
で
し
ょ
シ
か
。

　
表
ｍ
は
、
国
保
加
入
者
の
グ
ル

ー
プ
別
の
医
療
費
と
、
そ
れ
に
占

め
る
入
院
分
の
割
合
受
ｙ
し
て
い

ま
す
。
若
人
と
退
職
者
ク
ル
ー
プ

で
は
、
入
院
分
の
占
め
る
割
合
は

四
〇
％
強
。
一
方
、
老
健
グ
ル
ー
プ

で
は
六
〇
％
夕
越
し
て
い
未
了
。

　
こ
の
老
健
医
療
費
は
約
三
十
二

億
円
。
全
医
療
費
の
約
四
六
％
を

占
め
て
い
ま
す
が
、
老
健
対
象
者

の
加
入
割
合
は
、
全
体
の
Ｉ
〇
数

％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
老
健
医
療
費

が
全
医
療
費
に
占
め
る
比
重
が
い

か
に
大
４
く
、
中
で
も
入
院
分
か

そ
の
大
き
な
要
因
に
な
っ
て
い
る

こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　
―
毎
年
増
え
る

　
　
　
　
老
健
対
象
者
－

　
表
Ⅳ
（
右
下
表
）
は
、
最
近
の

国
保
加
入
者
に
占
め
る
老
健
対
象

者
の
割
合
を
ボ
し
て
い
毒
了
。
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六
十
年
の
国
勢
調
査
で
は
、
市

の
全
人
口
に
占
め
る
参
人
人
口
の

割
合
が
約
八
％
で
あ
る
こ
と
を
考

え
る
と
、
国
保
加
入
者
に
占
め
る

老
健
対
象
者
の
割
合
の
大
き
さ
が

分
か
り
毒
了
。
し
拓
も
、
こ
の
割

合
は
、
毎
年
着
実
に
増
え
続
け
て

｢s芦両S^ii司…表ｍ

　　加入者グループ別の入院費の割合

[巨亘亘亘]…表II

　保険給付額の推移
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
国
保
会
計
が
一
足
早

く
「
高
齢
化
社
会
」
か
迎
え
、
今

後
と
も
多
額
の
医
療
費
を
負
担
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

剪
ふ
し
て
い
ま
す
。

　
‐
皆
さ
ん
の
保
険
制
度
を

　
　
　
　
　
　
守
る
た
め
に
Ｉ

　
市
で
は
、
六
十
三
年
度
も
引
き

続
き
、
レ
セ
プ
ト
（
医
療
機
関
か

ら
の
診
療
報
酬
明
細
書
）
内
容
の

点
検
強
化
や
、
皆
さ
ん
が
受
け

た
医
療
に
要
し
た
費
用
を
お
知
ら

せ
す
る
「
医
療
費
通
邸
夕
充
実

す
る
な
ど
、
国
保
会
計
の
健
全
化

と
円
滑
な
運
営
を
図
る
た
め
、
あ

　　　　　若人　退職者　老健

※老健= 70歳以上又は65歳以上の寝たきり老

　　人で老人保健法の適用を受けている人

※退職者＝老齢（退職）年金等の給付を受けて

　　いる人(老健対象者を除く）

豪若人＝上記以外の一般被保険者60年度　61年度　62年度(見込み)

ら
ゆ
る
分
野
で
医
療
費
の
適
正
化

に
努
め
ま
す
。

　
し
か
し
、
そ
れ
に
は
何
よ
り
も

加
入
者
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
が
必

要
で
す
。

　
国
保
会
計
で
負
担
す
る
医
療
費

　
（
保
険
給
付
費
）
は
、
皆
さ
ん
か

ら
の
保
険
料
と
国
の
補
助
金
で

賄
っ
て
い
ま
す
。
国
か
ら
の
補

助
金
は
、
一
定
の
割
合
に
決
め
ら

れ
て
い
車
ふ
ら
、
医
療
費
が
増

え
れ
ば
、
皆
さ
ん
に
負
担
し
て
い

た
だ
ぐ
保
険
料
も
、
そ
れ
だ
け
増

え
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
で
す
か
ら
、
日
ご
ゑ
蜘
健
康

管
理
に
気
を
付
け
て
、
不
必
要
な

医
療
費
は
節
約
し
ま
し
ょ
う
。

　
市
で
は
、
六
十
三
年
度
も
、
皆

さ
ん
の
健
康
づ
く
り
を
お
手
伝
い

す
る
た
め
、
人
間
ド
″
ク
受
診
料

補
助
や
健
康
診
査
等
を
行
い
ま
す
。

　
ぜ
ひ
積
極
的
に
参
加
・
利
用
し

て
ぐ
だ
さ
い
。

　
‐
6
3
年
度
の

　
　
　
保
険
料
に
つ
い
て
Ｉ

　
加
入
者
の
皆
さ
ん
が
お
医
者
さ

ん
に
か
か
っ
た
と
き
に
、
国
保
心
一

計
が
負
担
す
る
保
険
給
付
費
の

　
　
　
１
　
　
　
１

重
要
な
財
源
と
な
る
皆
さ
ん
か
ら

の
保
険
料
は
、
加
入
者
の
皆
さ
ん

の
ご
協
力
と
収
納
率
向
上
の
努
力

に
よ
り
、
六
十
二
年
度
は
二
十
億

円
を
超
え
る
見
込
み
で
す
。

　
六
十
三
年
度
の
保
険
料
率
は
表

Ｖ
の
と
お
り
で
す
。
保
険
料
の
通

知
は
、
六
月
二
十
日
ご
ろ
、
郵
送
で

お
届
け
し
ま
す
。
納
期
内
に
、
必

ず
納
め
て
ぐ
だ
さ
い
。

　
皆
さ
ん
の
健
康
を
守
る
大
切

な
国
保
制
度
。
そ
の
円
滑
な
運
営

〈計算例1〉･一啼与収入250万円, 3人家族の場-&･

　①所得割

　　　(給与所得控除後の額1,585,000円一基礎控除280,000円

　　　一給与所得の場合更に20,000円)×9.2％= 118,220円

　②均等割　15,400円×３人=46,200円

　③平等割　　１世帯につき26,400円

　申年間保険料＝①十②十③=190,820円

〈計算例２〉･･･営業所得200万円．4人家族の場合

　①所得割

　　　(2,000,000円一基礎控除280,000円)×9.2％＝158,240円

　②均等割　　15,400円×４人= 61,600円

　③平等割　　１世帯につき26,400円

　＊年間保険料＝①十②十③=245,240円

の
た
め
、
・
保
険
料
納
付
に
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

Ｏ
保
険
料
は
必
ず
、
納
期
内
に
納

　
め
ま
し
ょ
う
。

○
納
付
に
は
便
利
な
口
座
振
替
を

　
お
す
す
め
し
ま
す
。

○
保
険
料
に
関
す
る
納
付
相
談
は

　
お
気
軽
に
保
険
年
金
課
窓
口
ま

　
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
（
保
険
年
金
課
）

保険料の納期限－63年度

第１期　　63年６月30日

第２期　　　　８月１日

第３期　　　　９月30日

第4期　　　・11月30日

第5期　　64年１月31日

第６期　　　　３月31日

〈計算例3〉…65歳以上の単身者世帯，年収は年金受給額200万円

　①所得割…63年度までは年金収入は給与収入と同等に扱われます。

　　　{(2,000,000円一老年者年金控除780,000円)一給与控除570,000円

　　　一基礎控除280,000円一給与所得の場合更に20,000円}×9.2％=

　　　32,200円

　②均等割　　15,400円

　③平等割　26,400円

　＊年間保険料＝①十②十③= 74,0<K 円
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北
島
三
郎
シ
ョ

ー
6
月
3
日
吻
午
後
2
時
６
時
半
（
２
回
講
演
）

文
化
セ
ン
タ
ー

大
ホ
ー
ル

当
日
券

あ
り
ま
す
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平
野
部
で
は
、
そ
る
七
ろ
田

植
え
の
季
節
。
今
で
は
田
植
え

有
機
械
化
さ
れ
ま
し
た
が
、
毎

年
梅
雨
空
の
下
、
腰
を
か
が
め

て
苗
を
植
え
続
け
る
作
業
は

た
い
へ
ん
苦
し
ぐ
辛
い
も
の
で

し
芝
。

　
さ
て
、
干
拓
直
後
の
水
田
が

芦
ん
な
で
あ
っ
た
か
。
つ
い
先

日
ま
で
池
水
に
お
お
わ
れ
て
い

た
と
こ
ろ
で
す
か
ら
、
低
湿
、

柔
軟
な
の
は
当
然
。
植
え
付
け

は
、
竹
を
は
わ
せ
て
、
そ
の
上

を
後
ず
さ
り
し
な
が
ら
と
い
う

さ
ま
で
、
踏
み
は
ず
し
た
り
す

る
と
、
体
が
身
動
き
で
き
な
い

く
ら
い
ま
で
沈
み
込
む
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
。
で
も
、
も
と
も

郷土史講座

６月16日から宇治公民館で

と
池
の
底
の
土
地
。
多
く
の
有

機
物
が
含
次
れ
、
肥
沃
で
地
力

に
富
ん
で
い
ま
し
た
か
ら
、
当

初
は
ま
っ
た
く
無
肥
料
で
も
稲

が
■
Ｋ
'
≪
j
v
な
り
す
ぎ
て
倒
れ
て

し
ま
う
ほ
ど
で
し
た
。

　
そ
ん
な
な
か
で
、
さ
ら
に
並

は
ず
れ
て
稲
の
成
長
す
る
場
所

が
点
在
し
て
い
ま
し
た
。
通
称

了
て
こ
１
万
一
が
異
様
に
大
字
／

育
つ
の
か
、
そ
の
疑
問
に
答
え

る
た
め
に
も
、
こ
の
浸
木
漁
に

つ
い
て
具
体
的
に
み
る
こ
と
に

し
ま
し
ょ
う
。

　
浸
木
漁
に
は
文
字
ど
お
り
雑

木
が
大
量
に
必
要
で
す
。
一
定

の
ポ
イ
ン
ト
に
一
丁
三
メ
ー
ト

ル
の
柴
木
な
ど
を
集
中
的
に
差

巨
椋
池
の
漁
業

カ
ブ
ア
ト
と
呼
ば
れ
た
と
こ
ろ

が
そ
れ
で
、
‘
そ
こ
で
は
か
つ
て

比
較
的
大
規
模
な
漁
が
営
次
れ

て
い
ま
し
た
。
江
戸
時
代
か
ら

巨
椋
池
で
ぐ
り
広
げ
ら
れ
た
最

大
級
の
漁
法
の
一
つ
に
浸
木
漁

　
（
株
浸
木
）
が
あ
り
、
カ
ブ
ア

ト
も
株
浸
木
の
跡
と
い
う
こ
と

な
の
で
す
が
、
干
拓
後
ど
ｙ
し

し
込
ん
で
お
空
ぶ
す
。
い
わ
ぱ

定
置
漁
法
の
一
種
で
す
。
漁
期

は
冬
、
魚
も
寒
さ
を
し
の
ぐ
た

め
に
流
れ
の
少
な
い
、
あ
る
い

は
流
れ
か
ら
身
を
守
っ
て
ぐ
れ

る
ぶ
つ
な
場
所
夕
選
ん
で
じ
っ

と
し
て
い
ま
ず
。
づ
ま
り
、
浸

木
は
人
工
的
に
つ
く
ら
元
だ
仮

設
の
魚
の
蓉
と
い
っ
て
よ
い

宇
治
に
ま
っ
わ
る
人
物
誌

　
宇
治
に
ま
つ
わ
る
歴
史
的
人
物

を
中
心
に
し
て
、
古
代
か
ら
近
代

に
至
る
世
の
移
り
変
わ
り
を
み
つ

め
て
み
ま
す
。
私
た
ち
の
暮
ら
し

に
つ
な
が
る
文
化
に
ふ
れ
て
み
ま

せ
ん
か
。

で
し
ょ
う
。
一
月
か
ら
二
月
、

厳
し
い
寒
さ
が
つ
づ
く
こ
ろ
、

魚
は
柴
木
の
あ
い
だ
に
群
を
な

す
か
の
ぷ
つ
に
集
ま
り
、
４
を

潜
め
未
了
。
ほ
と
ん
ど
眠
っ
て

い
る
状
態
で
す
か
瓦
饗
も
鈍

ぐ
、
多
少
書
り
び
が
ザ
ワ
つ
い

て
も
気
が
つ
き
ま
せ
ん
。
漁
師

は
一
つ
の
浸
木
に
午
分
魚
が
寄

（
そ
の
五
）

つ
た
こ
と
か
確
認
す
る
と
、
仲

間
か
呼
び
、
柴
木
を
引
冑
王
げ

な
が
ら
全
体
を
頁
や
網
で
取
り

囲
み
、
し
だ
い
に
そ
の
輪
か
小

今
ｙ
し
、
最
後
は
投
げ
網
で
も

っ
て
ま
さ
に
一
網
打
尽
。
巻
資

の
継
ぎ
目
で
は
ス
ク
リ
ダ
シ
と

い
っ
て
、
網
に
も
れ
た
り
佻
ぼ

ぶ
フ
と
す
る
魚
を
タ
モ
で
す
く

▽
日
程
・
内
容
…
・

　
左
下
表
、
時
間

　
は
い
ず
れ
も
午

　
前
1
0
時
～
正
午
。

▽
講
師
・
：
府
文
化

　
財
保
護
指
導
委

　
員
・
若
原
英
ぺ

　
さ
ん
。

▽
と
こ
ろ
・
・
・
宇
治

　
公
民
館
。

▽
対
象
・
：
市
内
在

　
住
の
人
。

▽
定
員
：
5
0
人
（

　
先
着
順
）
。

▽
申
し
込
み
・
：
６
月
１
日
團
か
ら

　
宇
治
公
民
館
へ
電
話
か
直
接
来

　
館
で
。

い
あ
げ
ま
ｙ
。
大
貫
答
イ
や

フ
ナ
が
た
ぐ
’
兄
取
れ
た
ぶ
フ

で
、
最
盛
期
に
は
巨
椋
池
に
五

百
に
も
の
ぽ
る
株
浸
木
が
仕
か

け
β
れ
た
と
か
。

　
お
し
ま
い
に
、
カ
ブ
ア
ト
の

稲
の
成
長
に
関
す
る
疑
問
を
解

決
し
て
、
「
巨
椋
池
の
漁
ぎ
を

終
わ
る
こ
と
に

し
ま
し
ょ
う
。

こ
の
場
所
で
は

毎
年
の
ぶ
つ
に

木
の
枝
が
突
き
ヽ
。

差
さ
れ
た
り
、

引
参
抜
か
れ
た

り
し
て
い
ま
し

た
か
ら
、
肥
沃
、

な
こ
と
に
加
え

て
深
い
と
こ
ろ

ま
で
土
が
こ
な

れ
て
い
た
の
で

す
。
稲
作
の
基

本
は
、
ま
ず
土

‘

か
肥
や
す
こ
と
、
。

▲熱心に学習する受講生

込
み
時
に
併
せ
て
（
定
員
1
0
人
）
。

お
や
つ
代
二
百
五
十
円
が
必
要

で
す
。
　
　
（
宇
治
公
民
館
）

そ
し
て
深
ぐ
耕
す
こ
と
と
よ
く

言
わ
ひ
キ
か
、
巨
椋
池
は
そ

の
教
訓
か
身
を
も
っ
て
伝
え
な

が
ら
、
池
の
時
代
夕
閉
じ
、
「
水

面
」
か
ら
「
水
田
」
へ
と
そ
の

姿
を
変
え
た
と
言
う
こ
と
が
で

き
る
で
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
（
歴
史
資
料
館
）

▲巨椋池での浸木漁（昭和初期）

　
　
　
　
　
　
◇

　
女
性
の
勉
強
室

　
　
～
自
分
史
を
書
く
～

　
第
二
回
目
か
如
哭
だ
今
回
は
、

女
の
歴
史
を
綴
る
教
室
で
す
。
あ

な
た
の
歴
史
、
父
ほ
が
歩
ん
で
き

た
道
、
身
近
な
人
の
体
験
談
、
そ

れ
ら
を
ま
と
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

多
数
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

毒
恚

　
▼
テ
ー
マ
：
人
の
あ
ゆ
み
（
自

郷土史講座の日程・内容表

)l　日 内　　　　容

6/16俐 開講式・宇治を動かした人びと

6/23羽 戦きにかかわった人びと

6／30(羽信仰に生きた人びと

7／7困 ぉ茶を育てた入びと

7/14(刈 宇冶を眺めた人びと

●宇治公民館

宇治里尻71(a⑥2804)

●小倉公民館

小倉町寺内91(S⑩4687)

●中央公民館

折居台１丁目i(a⑩i4ii)

分
史
）
羞
四
く
▼
日
程
・
内
容
・
・
・

左
表
、
時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
９

時
4
5
分
～
正
午
▼
と
こ
ろ
・
：
中
央

公
民
館
▼
対
象
…
市
内
に
在
住
・

在
勤
の
女
性
▼
定
員
・
：
3
0
人
（
先

着
順
）
▼
保
育
・
・
・
―
歳
以
上
の
幼

児
2
0
人
。
お
や
つ
代
三
百
五
十
円

か
必
要
。
ご
希
望
の
人
は
、
申
し

込
み
時
に
併
せ
て
▼
申
し
込
み
・
：

６
月
２
日
か
呂
央
公
民
館
へ
電

話
か
直
接
来
館
で
。

　
　
　
　
　
　
　
（
中
央
公
民
館
）

女性の勉強室の日程表

　
大
久
保
地
区
で
欠
員
と
な
っ

て
い
た
民
生
・
児
童
委
員
が
決

定
。
こ
の
程
、
厚
生
大
臣
（
民

生
委
員
分
）
、
京
都
府
知
事
（
児

童
委
員
分
）
か
ら
委
嘱
状
が
交

付
衰
笛
し
た
。

〈
新
任
心
民
生
・
児
童
委
員
》

　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

沢
井
美
幸

　
大
久
保
町
旦
椋
5
0
1
1

　
府
営
西
大
久
保
団
地
2
5
棟

ｊ
０
２
号
（
豊
⑩
2
1
6
4
）

　
　
　
　
　
　
　
（
社
会
課
）

　
中
国
語
（
初
級
）
講
座

　
簡
単
な
旅
行
会
話
が
出
来
る
よ

う
に
、
あ
な
た
も
中
国
語
を
学
ん

で
み
ま
せ
ん
か
。
本
市
の
友
好
都

市
で
あ
る
中
国
咸
陽
市
と
の
交
流

中国語(初級)講座の日程表

月　日 内　　容

6／7(刈 オリエンテーション
中国語の特徴

6 /10閉
　　　　　　大発　　Ｈ

6/14刈
　　　　　　か

発　　□

6/17(剥 会話練r,

6/21('≫ 会謡練習

6/28{M 会話練f?

7／5 (■≪ 会話練が

7/12(･刈 会話練習

7/ma 丈章を読む

7/if(火)ま　と　め

に
も
、
き
っ
と
役
立
ち
ま
す
。
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
▼
日
程
・
内
容
・
：
右
表
、
時
間

は
い
ず
れ
も
午
前
1
0
時
～
正
午
▼

と
こ
ろ
・
・
・
小
倉
公
民
館
▼
講
師
・
：

中
国
国
際
旅
行
社
通
訳
・
留
学
生
、

宣
鳴
（
せ
ん
め
い
）
さ
ん
、
小
倉

公
民
館
職
員
▼
定
員
…
3
0
人
（
先

着
順
）
▼
対
象
・
：
市
民
▼
受
講
料

…
無
料
▼
申
し
込
み
…
電
話
か
直

接
来
館
で
。
　
（
小
倉
公
民
館
）

４
実
習
で
緊
張
の
一
瞬
（
昨
年
の
１
６
ｊ
映
写
機
講
習
会
）

月日 内　　　　容 講師

6/16(+0
開講式・オリエンテーション

なぜ人のあゅみ(自分史)を書くのか
原稿作法の
基本

公民館職貝

枚方杜会枚育研t所

由里洋子さん

6/2刈年表の作り方、取材のし方 分かI)やす
く書くには

7／7困年表作り / (相互学習)

9／1 困 構想を練る
よい文章の
書き方

由里洋子さん

9 /22困生き方が見えてきた /
10/13(ね意見交換 / (相互学習)

10/27昶
まとめ（明日につなげるために）

閉講式

文集の作り
方

由里洋子さん
公民館職員

16ミリ映写機操作技術講習会の日程表

1
6
ミ
リ
映
写
機

操
作
技
術
講
習
会

　
操
作
技
術
講
習
会

　
中
民
公
民
館
で
貸
し
出
す
1
6

．
り
映
写
機
、
1
6
ジ
フ
ィ
ル
ム
ベ

地
域
や
職
場
な
ど
の
学
習
会
や
、

子
ご
恥
会
の
映
画
会
な
ど
に
利
用

す
る
場
合
に
は
、
公
民
館
が
開
催

す
る
講
習
会
を
受
け
て
取
得
す
る

操
作
免
許
証
が
必
要
で
す
。
こ
の

機
会
に
取
得
し
、
大
い
に
利
用
、

活
用
し
て
ぐ
だ
さ
い
。

　
▼
日
程
・
内
容
・
・
・
左
表
▼
と
こ

ろ
・
：
中
央
公
民
館
▼
対
象
・
：
1
8
歳

以
上
の
市
内
在
住
・
在
勤
で
、

５
講
す
べ
て
出
席
で
き
る
人
▼
定

員
・
：
4
0
人
▼
講
師
・
・
・
ム
ー
ビ
ー
セ

ン
タ
ー
所
長
・
有
田
幸
雄
さ
ん
▼

協
力
…
中
央
公
民
館
サ
ー
ク
ル
「

映
画
同
好
齢
▼
申
し
込
み
…
６

月
２
日
困
Ａ
１
１
日
出
ま
で
に
中
央

公
民
館
へ
電
話
か
直
接
来
館
で
。

　
な
お
、
以
前
に
免
許
を
取
得
し

て
更
新
手
続
き
を
し
て
い
な
い
人

は
、
こ
の
講
習
会
の
期
間
中
に
行

っ
て
く
だ
さ
い
（
免
許
有
効
期
限

は
発
行
日
か
ら
五
年
間
で
す
）
。

　
　
　
　
　
　
　
（
中
央
公
民
館
）

月　日 内　　　　容

　6/13(1)

午後6時半~9時

開講式・オリエンテーション

講義：映写機の原理・構造について

　6/14刈

午後6時半~9時
講義：映写機の構造・操作について

　6/15(羽
午後1時~9時

実技：映写機の操作練習

　　左記の内で都合のよい日(1日）

　　　午後１時- 5時｝のいずれかの

　　　午後6時~ 9時　　時間帯に
　6／16(村
午後1時~9時

　6 /n出
午後1時-9時

　6/18山

午後1時～8時

テスト：映写機の原理・構造
　　　　映写機の操作テスト

　　　午後i時- 3時
　　　午後３時~5時|のいずれかの
　　　午後6時～８時　　時間帯に

　6 /24(勿
午後7時～9時

操作免許交付・教材利用について
映画「この流れの彼方に」

閉講式

860

新任民生7児童委員に

　委嘱状を伝達

宇
治
市
史
の

窓

受講生を募集



６月17日から塔の島畔で

　
市
民
綱
引
き
大
会

　
▼
と
き
・
・
・
６
月
1
9
日
面
、
午
前

１
時
▼
と
こ
ろ
・
：
広
野
中
学
校
▼

対
象
・
・
・
男
女
各
チ
ー
ム
共
、
４
月

１
日
現
在
で
満
1
6
歳
以
上
。
男
子

は
市
民
。
女
子
は
市
内
在
住
、
在

勤
、
在
学
者
。
選
手
―
人
の
合
計

体
重
は
、
男
子
は
5
6
0
㎏
以
下
、
女

子
は
4
8
0
㎏
以
下
▼
参
加
費
・
：
無
料

▼
申
し
込
み
・
：
６
月
1
0
日
倒
ま
で

に
市
民
体
育
課
へ
直
接
。

　
高
齢
者

　
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

　
ｙ
と
き
・
：
６
月
2
6
日
間
、
午
前

９
時
▼
と
こ
ろ
・
・
・
太
陽
が
丘
球
技

　
六
月
十
七
日
か
ら
塔
の
島
上
流

一
帯
で
、
鵜
（
ウ
）
飼
い
が
始
ま

り
ま
す
。

　
宇
治
川
の
鵜
飼
い
は
、
「
網
代
」

と
共
に
宇
治
川
の
古
い
漁
法
で
あ

り
、
あ
の
有
名
な
「
か
げ
ろ
う
日

記
」
に
も
記
さ
れ
て
い
る
ぷ
つ
に
、

千
年
の
伝
続
か
拝
っ
て
い
ま
す
。

　
現
在
行
わ
れ
て
い
る
宇
治
川
の

鵜
飼
い
は
、
大
正
末
期
に
復
活
し

た
も
の
で
、
今
で
は
、
近
郊
で
楽

し
ん
で
い
た
だ
け
る
優
雅
な
夏
の

風
物
詩
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
夏
の
夕
暮
れ
、
船
上
で
川
風
に

吹
か
れ
な
が
ら
、
ご
家
族
お
そ
ろ

い
で
、
ぜ
ひ
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

▽
期
間
…
６
月
1
7
日
出
～
９
月
７

　
日
困

▽
乗
船
場
所
・
・
・
喜
撰
橋
詰
め

-▲闇にかがり火の映えるウ飼いショ

▽
料
金
…
乗
合
船
１
大
人
千
五
百

　
円
、
子
芦
も
（
小
学
生
ま
で
）

　
七
百
円
。
貸
し
切
り
船
上
一
万

　
円
（
1
0
人
乗
り
）
、
三
万
円
（
1
5

　
人
乗
り
）
、
四
万
円
（
2
0
人
乗

　
り
）
、
六
万
円
（
3
0
人
乗
り
）

▽
出
船
時
間
・
・
・
午
後
７
時

▽
観
覧
船
予
約
一
・
・
宇
治
川
観
光
通

　
船
（
豊
四
2
3
2
8
）
へ

▽
問
い
合
わ
せ
・
：
宇
治
川
観
光
通

　
船
ま
た
は
、
宇
治
市
観
光
協
会

　
（
き
⑩
3
3
3
4
）
ま
で
。

　
　
　
　
　
　
（
商
工
観
光
課
）

お
知
ら
せ

　
保
育
所
臨
時
職
員

　
登
録
希
望
者
を
募
集

　
市
立
保
育
所
臨
時
職
員
（
ア
ル

バ
イ
ト
）
の
登
録
希
望
者
か
招
集

し
ま
す
。

　
▼
職
種
・
：
保
ほ
、
用
務
、
調
理

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
・
：
市

販
の
履
歴
書
に
必
要
事
項
を
記
入

（
保
に
の
有
資
格
者
は
そ
の
旨
も
）

し
、
六
ヵ
月
以
内
に
撮
影
し
た
写

真
を
ぽ
っ
て
保
育
課
へ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
保
育
課
）

　
私
立
幼
稚
園
児
の

　
保
護
者
の
皆
さ
ん
へ

　
市
で
は
、
私
立
幼
稚
園
へ
通
園

の
四
・
五
歳
児
を
も
つ
保
護
者
に

場
Ａ
▼
対
象
・
：
市
内
在
住
の
４
月

１
日
現
在
満
6
0
歳
以
上
の
人
で
編

成
の
チ
ー
ム
（
男
女
別
）
▼
参
加
費

・
：
無
料
▼
申
し
込
み
・
・
・
６
月
1
0
日

胞
ま
で
に
市
民
体
育
課
へ
直
接
。

　
市
民
歩
こ
う
会

　
▼
と
さ
・
：
６
月
1
2
日
囲
、
午
前

８
時
半
京
阪
宇
治
駅
前
吏
－
（
雨

天
の
場
合
は
６
月
1
9
日
）
▼
コ
ー

ス
・
：
京
阪
宇
治
駅
↓
私
市
駅
↓
月

輪
の
滝
↓
ぐ
λ
ん
芦
池
↓
河
内
森

駅
↓
京
阪
宇
治
駅
（
解
散
）
約
Ｈ
も

▼
準
備
品
・
：
弁
当
、
水
筒
、
雨
具

な
ど
（
交
通
費
は
各
自
負
担
）
▼
問

い
合
わ
せ
…
木
村
長
治
さ
ん
（
豊

⑩
3
6
3
3
）
へ
。

　
キ
ャ
ン
プ
セ
ン
タ
ー
な
ど

　
使
用
の
仮
受
け
付
け

　
七
月
二
十
一
日
困
か
ら
八
月
三

十
一
日
伽
ま
で
の
期
間
に
、
炭
山

幼
稚
園
を
通
じ
て
保
育
料
の
補
助

冷
仔
つ
て
い
ま
す
。

　
今
年
も
、
六
月
下
旬
に
各
幼
唯

園
を
通
じ
て
「
調
書
」
か
砲
布
し

ま
す
の
で
、
昭
和
六
十
三
年
度
の

「
市
・
府
民
税
納
税
通
知
宍
」
か
添

え
て
各
園
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
補
助
金
の
支
給
は
、
十

二
月
中
旬
の
予
定
で
す
。

　
　
　
　
（
企
画
管
理
部
総
務
課
）

　
今
月
は

　
市
・
府
民
税
の
納
期

　
六
月
は
、
市
・
府
民
税
の
第
一
期

分
と
前
納
報
四
面
度
か
莉
用
さ
れ

る
全
期
分
一
括
納
付
の
納
期
月
で

す
。
納
期
限
ま
で
に
Ｍ
寄
り
の
金

融
機
関
で
お
納
め
ぐ
だ
さ
い
。

　
な
お
、
前
期
報
奨
金
は
年
税
額

一
万
六
千
円
以
下
に
は
適
用
さ
れ

ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
を
。

　
ま
た
、
市
税
の
納
付
に
は
便
利

な
ロ
座
振
防
の
ご
利
用
を
。
手
続

応
ほ
、
金
融
機
関
の
窓
口
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。
（
納
税
課
）

　
商
業
統
計
調
査
に

　
ご
協
力
を

　
商
業
統
計
調
杏
票
の
記
入
は
お

済
み
で
す
か
。

　
近
日
中
に
、
調
百
只
が
調
百
票

の
回
収
に
伺
い
ま
す
。
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。
　
（
企
画
課
）

　
育
児
相
談

　
乳
幼
児
の
し
つ
け
や
言
葉
、
健

キ
ャ
ン
プ
セ
ン
タ
ー
と
野
外
活
動

教
具
（
は
ん
ご
う
、
な
べ
、
テ
ン
ト
）

の
使
用
か
計
画
し
て
い
る
団
体
の

使
用
仮
受
け
付
け
を
始
め
ま
す
。

使
用
許
可
は
調
整
後
決
定
い
ヂ

　
▼
仮
受
付
期
間
・
・
・
６
月
７
日
脚

ま
で
▼
対
寧
：
野
外
活
動
指
導
者

の
い
る
市
内
青
少
年
団
体
▼
使
用

料
…
無
料
▼
申
し
込
み
・
・
・
市
民
体

豆　
キ
ャ
ン
プ
指
導
者

　
養
成
講
習
会

　
▼
と
き
・
：
６
月
2
1
日
脚
、
2
3
日

困
、
2
9
日
團
、
７
月
５
日
脚
（
以

上
午
後
７
時
～
９
時
）
、
７
月
２
日

ｍ
Ｔ
３
日
旧
（
宿
泊
研
修
、
午
前

小
倉
町
西
山

　
仲
松
　
大
樹
ち
ゃ
ん

　
　
　
S
6
2
・
５
・
1
8
①

康
な
芦
子
育
て
の
悩
み
に
つ
い
て

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
▼
電
話
相
談
…
試
湧
蚕
曜
日
、

午
前
1
0
時
～
正
午
▼
面
接
相
談
…

毎
月
第
Ｌ
金
曜
日
、
午
前
1
0
時
～

午
後
４
時
▼
相
談
場
所
・
：
木
幡
保

育
所
（
豊
⑩
7
1
2
3
）
、
宇
治
保

育
所
（
酋
⑩
7
5
5
1
）
、
小
介
双

葉
園
保
育
所
（
ａ
⑩
7
5
5
2
）
、

北
小
介
保
育
所
（
ｓ
⑩
4
1
1
3
）
。

　
ま
た
、
同
胞
保
育
図
（
き
⑩
8

0
7
0
）
で
は
、
月
曜
日
か
ら
金

曜
日
の
毎
日
、
午
前
1
0
時
か
ら
牛

後
３
時
ま
で
、
電
話
・
呵

相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
保
育
課
）

　
社
会
保
険
相
談

　
▼
と
き
・
と
こ
ろ
・
：
６
月
旧
日

面
＝
木
幡
公
民
館
、
６
月
2
4
日
出

＝
宇
治
公
民
館
。
時
間
は
い
ず
れ

も
午
後
１
時
～
４
時
▼
内
容
…
年

９
時
半
か
ら
）
▼
と
こ
ろ
…
中
央

公
民
館
（
宿
泊
研
修
は
炭
山
キ
″

ン
プ
セ
ン
タ
ー
）
▼
対
竿
・
・
野
外

活
動
に
関
心
の
あ
る
市
民
、
市
内

に
在
学
・
在
勤
の
人
▼
定
員
…
4
0

人
（
先
着
順
）
▼
参
加
費
・
：
四
千
五

百
円
▼
申
し
込
み
…
６
月
1
5
日
俐

ま
で
に
、
市
民
体
育
課
へ
直
接
。

　
夏
期
特
別
水
泳
講
習
会

　
▼
と
き
…
７
月
‥
‥
‥
日
側
～
８
月

2
7
日
出
▼
と
こ
ろ
・
・
・
伏
見
教
場
ほ

か
▼
受
講
料
・
・
・
一
万
五
千
円
（
登

録
料
含
む
）
▼
申
し
込
み
・
問
い
合

わ
せ
…
京
都
踏
水
会
水
泳
学
園
事

務
所
（
豊
０
７
５
剛
1
2
7
5
）
▼

主
催
・
・
・
踏
水
会
水
泳
学
園
。

　だいきちゃんは、好ききらいを

せずに何でも食べる元気な子。

　この欄に掲載するお子さん（62

年6月生まれ）を募集しています。

広報課へご連絡ください。

金
や
健
康
保
険
の
仕
組
み
な
ど
に

つ
い
て
。
　
　
（
保
険
年
金
課
）

　
浄
水
場
見
学
会

　
▼
と
き
…
６
月
６
日
㈲
、
午
後

１
時
半
～
３
時
半
、
水
道
部
庁
舎

前
に
集
合
▼
と
こ
ろ
…
宇
治
浄
水

場
▼
申
し
込
み
・
・
・
６
月
３
日
図
ま

で
に
水
道
部
総
務
課
（
公
⑩
3
1

4
1
）
へ
。

　
な
お
、
水
沢
週
間
中
（
六
月
一

日
ト
七
日
）
は
、
ケ
レ
四
ｙ
プ
（
パ
″

キ
ン
）
の
無
料
交
農
ｙ
受
け
付
け

ま
す
。
電
話
で
配
水
課
へ
申
し
込

み
穴
交
換
は
、
６
月
９
日
・
1
0

日
の
い
ず
れ
か
に
水
道
公
認
業
者

が
行
い
車
エ
ケ
レ
″
プ
交
換
以

外
の
修
理
は
有
料
）
。

　
ま
た
、
期
間
中
、
水
道
に
つ
い
て

の
電
話
相
談
も
受
け
付
け
ま
す
。

気
軽
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

　
　
（
水
道
部
配
水
課
・
総
務
課
）

　
児
童
手
当
・
特
例
給
付
の

　
現
況
届
は
６
月
中
に

　
現
在
、
児
童
手
当
・
特
例
給
付

か
受
け
て
い
る
人
（
四
月
に
新
し

く
申
請
し
た
人
も
含
む
）
は
、
六

月
中
に
現
況
届
を
福
祉
課
へ
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

　
現
況
届
は
、
引
き
続
急
雷
亭

６月１日は人権擁護委員の日

ａ
ソそあらゆる差別をなくそう

当
・
特
例
給
付
か
曼
け
る
事
が
出

来
る
か
μ
岑
か
、
審
査
す
る
も
の

で
す
。
現
在
受
給
中
の
対
象
児
童

は
、
制
度
改
正
に
よ
り
第
二
子
・

第
三
子
共
、
義
務
教
育
就
学
前
（
5
7

年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ
）
の
児

童
で
す
。

　
な
お
、
昨
年
度
に
所
得
基
準
を

超
え
て
却
下
に
な
っ
た
人
、
米
申

請
の
人
は
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
福
祉
課
）

　
高
校
奨
学
金
の
申
請

　
６
月
中
に
手
続
き
を

　
府
で
は
、
高
等
学
校
へ
の
就
学

援
助
と
し
て
奨
学
金
と
入
学
支
度

金
を
支
給
し
ま
す
。

　
▼
支
給
対
象
・
：
昭
和
6
3
年
度
市

民
税
非
課
税
世
帯
の
子
弟
で
、
学

校
教
育
法
に
規
定
す
る
高
等
学
校
、

高
等
専
門
学
校
、
盲
学
校
・
聾
（
ろ

う
）
学
校
の
高
等
部
に
就
学
し
、

次
の
世
帯
に
該
当
す
る
人
。
た
だ

し
、
府
の
外
の
奨
学
金
な
戸
を
受

『
平
和
の
像
』

建
設
募
金
受
け
付
け
中

問
い
合
わ
せ

企
画
管
理
部
総
務
課

　
（
電
話
2
2
3
1
4
1
）

　
六
月
一
日
は
人
権
擁
護
委
員

の
日
。
昭
和
二
十
四
年
六
月
一

日
に
人
権
擁
護
委
員
法
が
施
行

さ
れ
、
民
間
人
に
よ
る
人
権
の

番
人
の
機
関
が
誕
生
に
ま
し
た
。

こ
れ
が
、
人
権
擁
護
委
員
制
度

の
始
ま
り
で
す
。

　
互
い
に
人
権
を
守
っ
て
、
明

る
い
社
会
麗
岑
里
し
ょ
う
。

　
本
市
に
は
、
法
務
大
臣
か
ら

委
嘱
さ
れ
た
人
権
擁
護
委
員
が

十
人
お
ら
れ
毒
沢
人
権
に
関

す
る
こ
と
は
、
お
気
軽
に
ご
相

談
を
。
秘
密
は
厳
守
さ
れ
未
了
。

　
〈
６
月
の
人
権
相
談
〉

▼
と
き
・
：
６
月
２
日
出
、
午
前

　
1
0
時
～
午
後
３
時
。

▼
と
こ
ろ
・
：
総
合
福
祉
会
館
。

▼
費
用
・
：
無
料
。

　
　
　
（
企
画
管
理
部
総
務
課
）

け
て
い
る
人
は
除
く
Ｏ
母
子
（
父

子
）
世
帯
・
：
母
（
父
）
と
2
0
歳
未
満

の
子
ま
た
は
母
子
（
父
）
と
6
5
歳
以

上
の
人
だ
け
で
構
成
す
る
世
帯
□

児
童
世
帯
・
：
父
母
の
無
い
2
0
歳
未

満
の
人
ま
た
は
児
童
及
び
児
童
を

扶
養
し
て
い
る
人
で
構
成
す
る
世

帯
○
身
体
障
害
者
世
帯
・
：
父
母
ま

た
は
そ
の
一
方
が
身
体
障
害
者
手

帳
３
級
以
上
程
度
の
世
帯
Ｏ
長
期

療
養
者
世
帯
・
：
父
母
ま
た
は
そ
の

一
方
が
国
民
年
金
法
別
表
に
定
め

る
程
度
の
世
帯
▼
支
給
額
・
：
Ｏ
奨

学
奨
月
額
）
・
：
国
公
立
＝
一
万
七

百
円
、
高
等
専
門
学
校
＝
一
万
二

千
七
百
円
、
私
立
全
日
制
＝
二
万

八
千
七
百
円
、
私
立
定
時
制
１
一

万
二
百
円
、
通
信
制
上
半
円
○

入
学
支
度
金
…
国
公
立
＝
五
万
五

千
円
、
私
立
全
日
制
＝
土
〈
万
円
、

私
立
定
時
制
＝
十
二
万
円
、
通
信

制
＝
四
万
円
。

　
ご
希
望
の
人
は
、
在
学
証
明
書

と
印
鑑
か
痔
っ
て
。
六
月
三
十
日

ま
で
に
福
祉
課
刄
于
続
き
鴛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
福
祉
課
）

　
ワ
ー
プ
ロ
講
座

　
▼
と
き
・
：
７
月
３
日
㈲
～
８
月

７
日
面
の
毎
日
曜
日
６
回
、
午
後

１
時
Ｆ
３
時
半
▼
と
こ
ろ
・
：
城
南

地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
▼
定
員

・
：
2
0
人
（
先
着
順
）
▼
参
加
料
・
・
・
六

<重点目標〉人権擁護委員さん（敬称略）

・
社
会
の
国
際
化
と
人
権

　
　
－
世
界
人
権
宣
言
4
0
周
年
－

●
部
落
差
別
・
障
害
者
差
別
・
外
国
人
差
別
等

　
あ
ら
ゆ
る
差
別
の
解
消

　
　
－
差
別
の
な
い
明
る
い
社
会
を
築
こ
う
Ｉ

●
女
性
の
地
位
を
高
め
よ
う

●
い
じ
め
・
体
罰
の
根
を
絶
と
う

前

川

桂

子

藤
原

了

孝

福
島

秀

次

谷

口

武

治

柴
田

定

治

熊
木

治

夫

北川

稔

井
一一
戸
田

侃

東

重
子

青

山

一

雄

氏

名

気

適
丸

山
１

の

69

五
ヶ

庄

大

林

43

の
１

広
野

町

寺
山

53

の
３

宇

治
宇

文
字

11
の

12

木

幡
平

尾

17
の

63

槙
島

町

北
内

53

伊

勢
田

町

毛
語

40

木
幡

熊
小

路

４
の
８

羽

拍
子

町

22

宇

治

善
法

11

1
5

住

所

21
１

３

４

５
８

31
１

８
５

３
２

43
１

２
６

８
９

21
１

４
６

１
１

32
１

６

６
２

０

22

１
０

１
５

３

41
１

７

２
６

０

31
　１

８

４
８

９

43
１

７

７
２

３

21
１

４
３

８

０

電

話

本日

Ｊ
Ｒ
宇
治
駅
前

市
営
駐
車
場
が
オ
ー
プ
ン

▽
形
式
…
全
自
動
無
人
管
理
シ

　
シ
テ
ム
。

▽
収
容
台
数
…
普
通
自
動
車
と

　
軽
自
動
車
、
1
5
台
。

▽
駐
車
料
金
・
：
3
0
分
毎
百
円
。

手話教室が開講
　　　　６月14日（火）から

千
円
▼
申
し
込
み
…
参
加
料
夕
添

え
て
、
城
南
地
域
職
業
訓
練
セ
ン

タ
ー
（
伊
勢
田
町
新
中
ノ
荒
2
1
の

８
・
公
⑩
0
6
8
8
）
へ
。

　
　
　
　
　
（
交
通
労
政
課
）

　
消
防
設
備
点
検

　
資
格
者
講
習

　
▼
と
き
・
・
・
第
１
種
＝
７
月
2
6
日

▽
営
業
時
間
・
：
年
中
無
休
（
2
4

　
時
間
営
業
）
。

　
た
だ
し
、
６
月
５
日
囲
は
、

県
（
あ
が
た
）
祭
の
た
め
、
休
止

し
示
ｙ
。
　
（
交
通
労
政
課
）

　
手
話
学
習
を
通
じ
て
、
ろ
フ

あ
菅
墨
流
し
て
み
ま
せ
ん
句

　
▼
と
き
…
６
月
1
4
日
固
～
７

月
2
6
日
㈹
の
毎
週
火
曜
日
、
全

７
回
。
時
間
は
い
ず
れ
も
午
後

７
時
半
～
９
時
▼
と
こ
ろ
・
・
・
総

合
福
祉
会
館
▼
内
容
・
・
・
手
話
実

技
ほ
か
▼
対
象
・
・
・
高
校
生
以
上

で
全
講
座
に
出
席
出
来
る
健
聴

者
▼
受
講
料
・
：
無
料
▼
申
し
込

み
…
電
話
で
福
祉
課
（
き
⑩
3

1
4
1
）
へ
。
　
　
（
福
祉
課
）

㈹
～
2
8
日
閑
、
第
２
種
＝
８
月
２

日
脚
～
４
日
出
▼
と
こ
ろ
・
・
・
京
都

私
裳
屈
（
京
都
市
上
京
区
）
▼
手

引
童
配
布
…
午
前
９
時
～
午
後
４

時
半
、
市
内
各
消
防
（
分
）
署
で
▼

舜
げ
付
け
・
問
い
<
ｊ
ａ
ｃ
ｔ
)
.
.
.
６
月

1
0
日
面
ま
で
に
京
都
府
消
防
設
備

翼
（
豊
0
7
5
甲
6
0
1
）
へ

　
　
　
　
（
消
防
本
部
）

861

宇治川のウ

鵜
市
民
体
育
の
お
知
ら
せ

市
民
体
育
課
電
話
2
2
3
1
4
1



欲しいもの・譲り
たいもの
不用品情報センタ
ーへ
不用言難節こへ

８
月
3
1
日
ま
で
３
ヵ
月
間

　
市
で
は
、
家
庭
で
不
用
に
な
っ

た
品
物
夕
痢
の
家
庭
で
有
効
に
活

用
し
て
い
た
だ
ぐ
た
め
、
不
用
品

情
報
セ
ン
タ
ー
を
開
設
。
今
回
は

前
期
と
し
て
、
六
月
一
日
か
ら
八

月
三
十
一
日
ま
で
の
三
ヵ
月
間
、

実
施
し
辰
す
。

　
欲
し
い
も
の
、
譲
ひ
た
い
も
の

盈
姦
し
て
ぐ
だ
さ
い
。

▼
登
録
方
法
・
・
・
品
物
の
提
供
者
。
・

　
希
望
者
は
、
電
話
、
は
が
き
、
ま

　
た
は
来
庁
で
不
用
品
情
報
セ
ン

　
タ
ー
に
登
録
し
て
ぐ
だ
さ
い
。

　
受
付
時
間
は
平
日
の
午
前
九
時

　
か
ら
午
後
三
時
、
土
曜
日
は
午

　
前
九
時
か
ら
干
一
時
で
す
。

▼
登
録
項
目
…
剛
品
名
、
型
式
、

　
規
格
、
品
質
等
恋
購
入
年
月
、

　
消
耗
程
度
ぼ
希
望
価
格
㈲
住
所
、

　
氏
名
、
電
話
番
脅
及
び
連
絡
先

　
回

▼
主
な
取
り
扱
い
品
…
家
具
、
電

　
気
製
品
、
楽
器
、
石
油
・
ガ
ス

　
器
具
、
自
転
車
、
ベ
ビ
ー
・
子

　
ど
も
用
ｎ
ｇ
（
お
も
ち
や
、
絵
本
、

　
衣
類
な
舅
際
ぐ
）
、
ス
ポ
ー

　
ツ
ー
レ
ジ
ャ
ー
用
品
、
一
股
家

　
庭
用
－
閃
食
器
、
洗
剤
、
衣
類
、

　
日
用
品
な
μ
を
除
ぐ
）
、
学
習

　
用
品
（
雑
誌
、
文
具
か
殴
く
）

　
な
ぺ
再
利
用
の
価
値
が
あ
り
、

　
修
理
の
不
要
な
も
の
に
限
り
ま

す
。
転
売
や
趣

味
な
ど
を
目
的

と
す
る
も
の
、

医
療
用
器
材
。

コ
レ
ク
シ
ョ
ン

要
素
の
あ
る
も

　
の
、
食
品
、
生
き
物
は
取
り
扱

　
い
ま
せ
ん
。

▼
品
物
の
取
り
引
き
万
法
・
・
・
提
供

　
・
希
望
の
条
件
が
ほ
ぽ
一
致
し

　
た
握
に
、
情
報
セ
ン
タ
ー
か
ら

　
希
望
者
に
運
絡
し
、
当
事
者
間

　
で
話
に
乙
号
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
結
果
は
十
日
以
内
に
希
望
者
か

　
ら
情
報
セ
ン
タ
ー
へ
報
告
罵

▼
問
題
な
ど
の
処
理
…
故
障
、
欠

　
陥
、
そ
の
他
の
問
題
が
生
じ
た

　
場
合
は
当
事
者
間
で
解
決
鴛

　
市
は
一
切
の
責
任
を
負
い
ま
せ

　
ん
。

　
　
　
　
　
　
（
商
工
観
光
課
）

6月の燃えないゴミ・し尿収集日程表
燃えないゴミ（市役所清掃事務所公22－3141）　　　　　　　　　　　　　　　　し　尿（城南衛生管理組合a075－631－5171）

　　　　　　六地蔵（全域）　　　　　　木　　幡（河原、北島、西中、内畑、大瀬戸、西浦.
6/1　　17 耀が山畑、南山、南端、jR以西の正中

　　　　　　五ヶ序(広岡谷、TR以東の芝ノ東）

六地蔵・木幡・五ヶ庄・菟道・炭山・笠取地域

　　　21　正中(JR以西)、西中一部、東中(JR以西)、陣･ﾉ内(JR以西)、河原、徳水、柿ノ木町、
１　　　　　菅鳥　一丁日　*l.ノi+町　紺屋町

2　　22　内相　西巾　巾村d RPi丙）大測p（i R以西)、壇ノ東、四熊、酸小路、削弱c.i Ram)
Ｑ　　９　十紋　総状　タノ市(･ T R Pi丙丿　丙浦(府道以丙^

　　　　　木　幡（熊小路）　　　　　五ヶ庄（雲雀島、谷前、西田、古川、北ノ圧、西川

2　　20　　　　　原ヽ壇ノ東．寺界道ヽ野添ヽ大林ヽ梅林．西　　　　　　　　　浦、新開、平野、折坂、福角、一・二・三番

　　　　　　　　　割、J R&.西の芝ノ東、高峰山）
　　　　　菟　　道（平町）

6　　9.F,　主男省　古川　丙田　北ノ限　m添　Silil　梅林買有矧、大林一鄙

7　　27　託聞r T R 以丙）平野口R 以丙）枡坂（IR以西）
R　　28　短角f T RPi丙")　日皆田　ISl太　ト村　大八木島　^収
ｑ　　泗　甫m一釈　平町　一里m　戸ノ内（寝具飛紳）

in　　3(1　市ｍ　・山　出口( T R 以丙丿　森太ぐTR以丙）谷下り（1 RPJ.西）

　　　　　五ヶ庄（大八木島、上村、岡本、日皆田、一里塚、

　　　　　　　　　戸ノ内、京大宿舎）
　　　　　菟　　道（平町を除く全域）

3　21　明星町（全域）
　　　　　羽戸山（全域）
　　　　　志津川（全域）　　　　　宇　　治（山本、乙方、車内、又振．山田）

11　7/1　　iB伯f T R;i吏丿　扮ig□RW更）平野　一mm　　香割　―薔割一鄙、半野肘冨任毛
1?!　1/9.　函迪c府満じ]吏")　こ刄1ね|　ﾐﾀﾉ吏ぐ府道画伯「O.南端（ R以東）新開（I R以東）

u　7/4　　すノ京(自讃ﾀ吏^　けrffiiiv　南山fAi　巾村（ボつ４ケfi"）
1.";　7/S　iS,hCRi　全萱屡

拓　　　　　南「hiffl　十山悒　大垢P（TR以東）中村（IR以S）東申（KR以東K、北畠一節
17　　　　十旦　栓に　平昆　逗留　　　　　　　　　　、
18　　　　花揃　赤塚　随ノ内（T RPi東）包園　包蔵山　北mm、止中（j R以w.). 町皿一鄙

　　　　　宇　　洽（里尻、小桜、宇文字、壱番、妙楽、蓮華、
　　　　　　　　　塔川、善法、東山、下居、上権現町、琵琶、
　　　　　　　　　野神、弐番、池森、米阪、矢落、若森、JR

６　　22　　　　　以南の天神）
　　　　　白　　川（全域）
　　　　　折居台（全域）
　　　　　天神台（全域）

20　　　　北御蔵山(よ ４

白川・志津川・菟道・宇治・神明・広野町・開町・大久保町地域

1　　?.＼　　mm　7方東内　又振　山田　紅斎自川金井戸、山本、荒棋、田中、大坦内、砂見、is-爾川

2　　22森本(JR以東)．段ノ上、薮里、東西隼上り、東中、西中、河原．門前、只川、中筋、
　　　　　　辿由　谷下n( T R Pi吏)出□( TR以東)

　　　　　小倉町（奥畑）

　　　　　南陵町（全域）　　　　　羽拍子町（国道筋を除く全域）

7　　23　神　　明（全域）　　　　　宇　冶（蛇塚、大谷、野神一部）

　　　　　琵琶台（全域）　　　　　広野町（小根尾一部）

^9.　7/2　　mis　井ノ尻　日椋　平５　南ノロ

　　　　　　北ノ山、山ノ内、上ノ山、大竹、茶屋畏、久保、雨ノロー鄙、酉畏、寺山cj R以m).
14　7/4　寺山（翠光園団地）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

　　　　　　寺山、大開一部、宮谷、尖山一邱、丸山、一里山(府迢以m、市逗以帽、甲局、
15　7/ 5　石塚(心華寺通り以西)

Ifi　　　　lif童　一里山　糊塗器　開町　石塚（心茎寺通り以東）冨北一鄙
17　　　　/I､拐s.　-km一花　忠山一怒　宮丙宮it　官東（城南i不本通り以西）

　　　　　開　　町（国道筋を除く全域）

8　　24　広野町（小根尾、大開、尖山、宮谷、中島、丸山）
　　　　　西大久保府営住宅（1～20棟）

　　　　　　宮東(敢南荘本通り以東)、野神、大谷、弐番(府道以南)、大谷山(権現町)、琵琶、
18　　　　若森ぐTR以南)矢落(TR以南)

9∩　　　　下居、再法、壱番　妙楽、宇文字、里尻口R以南入塔川

　　　　　開　　町（国道筋）
　　　　　広野町（桐生谷、一里山、東裏、寺山、西裏、茶屋

9　　25　大久保町8)山､｀山ノ内、南ノロ、大竹、上ノ山、

　　　　　　　　　　久保）　　　　　西大久保府営住宅（21~32棟） 　　　しま　　　てで燃一一

　　　くにえ　ヽi　　　だ　｀な　お

　　　さ決ぃ　願
'・　　ぃめゴ　　　

｜

　　　ｊレ　

|

剔

　　　jlだ　｀　‾'゛
　　　掃場午
　　　事所前
　　　務　－　　　巴ほI

　し尿収集の届け出を

　家族や同居人に増減があっ

たり転出転居、浄化槽設置な

どで、し尿収集届出に異動が

あったときは市役所清掃事務

所へ届け出てください。

　　　(城南衛生管理組合)

小倉町・伊勢田町・横島町・宇治・羽拍子町地域

1　　21　　困惑昔(4の通り以降～13の迪りまでﾀ
7　　22　南浦ぐino～iin　R4～98　30～33)大只団地、山際一部
３　　Ｓ　m浦　丙浦一部　神楽田一部(近鉄以丙)

　　　　　安田町（全域）　　　　　伊勢田町（名木、浮面、蔭田、中ノ田、中ノ荒、新中

10　　27　　　　　　ノ荒、ウトロ、南山）

　　　　　広野町（成田、新成田）　　　　　大久保町（田原、旦椋、平盛、井ノ尻、南ノロ一部）

　　　　　山際、半白、薗場(大川原線以北)、大幡､･北内、門口、幡貫、
4　　24　郡、石橋(大川原線以東)

　　　　　　老ノ木、久保、西山(国道以東)、寺内一部、蓮池、
6　　25　天王(府道宇治小倉停車場線以北)　　　　　　．

　　　　　　天王(府道宇治小倉停車場線以南)、東山．蔭山、吹前、

1　　27　中川原(大川原線以東)、十一(大川原線以東、国道以東)、
　　　　　　十六(国道以東)、十八(国道以東)

　　　　　　宇　　治（半白）

11　28　小倉町（新田島を除く近鉄以東の全域､１山）

　　　　　　羽拍子町（国道筋）　　　　　　伊勢田町（北山．大谷、若林、井尻、中山、毛語）
只　　9只　寺内　西浦
9　　29　南堀池(本通り以北)、mm池(本迪り以南)

　　　　　　小倉町（南浦、山際、京銀前から南京信前までの市

　　　　　　　　　　道筋以南の西浦）13　　29　伊勢田町（遊田、砂田）
　　　　　　西大久保府営住宅（33～43 棟）

10　　30　南堀池(大和)、堀池

　　　　　　南遊田、遊田、砂田、南山、ウトロ、毛語一部、中ノ荒、井尻、
11　7/1　中゛ﾉ巨1、名木、浮面、安田町全域

　　　　　　中山(近鉄以東)、大谷、西畑、中畑、春日森、－ノ坪、島前、13　7/2　大町、大川原、中川原(大川原線以西)、石橋(大川原線以西)
　　　　　　小倉町（蓮池、堀池、南堀池、京銀前から南只信前

14　　30　　　　　　までの市道筋以北の西浦）
　　　　　　伊勢田町（南遊田）

14　7/4　中山G斤鉄以丙）手語、若林
15　7/5　羽拍子町

15　7/1　累暑U詔‰。ffHB）

　　　　宇　　治（戸ノ内、蔭山、}RPJ.北の御廟・天神）

Ifi　　　　弐番(府道以北)、池森、米阪．･蛇塚

　　　　　　北山A ･ B・Ｃ・Ｄ団地、中央台、西山(国道以西)、
17　　　　神楽田(山中含む)

　　　　　　木　　幡（平尾、須留、南原、御蔵山、畑山田、御園、16　7/4　　　　　陣ノ内、赤塚．花揃、金草原、北畠、桧尾、

　　　　　　　　　　北山畑、JR以東の正中・東中）

　　　　　　戸ノ内、矢落(JR以北)、若森(jR以北)、里尻(JR以北)、
18　　　　･小桜．南堀池(田中、大和一部西２号通り以北)

20　　　　東目川、酉目川、削落合（O～３の迪りまでﾀ

862

険の利用のしかたなど, お気軽にご相談く

ださい。

　相談は無料、秘密は厳守。

● ● ● ● ● ● ● ● %

・ 年
１

社会福祉協議会の法律(定貝10人)

ｉ金･結婚･登記･心配ごとなどの相談日程

：や､行政･人権･消費生活･精神薄弱者相談

：の日程は, 63年度版「市民カレンダーと

｜手びき」に掲載。ご利用ください。

：　＿一.J.　--yt二f.l.●　轟nJI●J・　このほか、市政相談と一般生活相談は

市役所市民相談室で、消費苦情相談は商

工観光課で、教育相談は教育委貝会で。

日曜日を除く毎日受け付け。家庭児童相

談は月～金曜日の10時～16時に総合福祉

会館3階の家庭児童相談室(a⑩8698）

で。
　 　 　 　 　 丿

　 　 　 　 　 ●

　 　 　 　 　 ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● Ｊ

個
‐
個
Ｓ
個
個
一
一
一
一
一
巻
Ｓ

　　　献血

●２日（宇治市保健医療センター=

10時～正

　午、13時～15時半）､3日（宇治ショップセ

　ンター=

10時～正午・小売市場連合会主催、

　青少年文化研修道場=

13時半～15時半）、

　　飼えなくなった犬･猫の引き聖り

●毎週月曜日（宇治保健所一午前９時～10時

　半）。

　　　相談あんない

●青少年相談（21日、市民会館13時～16時）。

●京都府交通事故相談(1日,

15日、京都府

　宇治地方振興局a@2049,

9時～16時）。

　交通事故の法律問題、示談のしかた、賠償

　額の算定、訴訟や調定のしかた、自賠責保
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　6月の燃えないゴミ・し尿収集日程
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